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We 　 previously　detected　 a　 mutagenic ！carcinogenic 　 3，9−
dinitrofluoranthene（DNF ）in　a 　few　surface 　soil　samp ［es．
However，　there　are　no 　reports 　about 　its　analytical 　methods ，　and 　its

d正stribution 　in　the 　environrnent 　is　still　unclear ．　In　the　present　study ，
we 　developed 　a　sensitive 　analytical 　 method 　fbr　 DNF 　and

mutagenic ！carcinoge 皿ic　1，3−，1，6−，　 and 　 1，8−dinitropyrene（DNP ）
isomers　te　reveal 　their　environmental 　distr正bution．
Surface　 soil　 was 　 collected 　in　Kyoto　 and 　Nagoya　cities．　Afセer

extraction ，　the　extracts 　were 　purified　with 　two　kinds　of 　celumns

andana ］yzed　with 　a　two −dimensional　HPLC 　system ，
DNF 　and 　1，3−，1，6−，　and 　1，8−DNP 　isomers　were 　detected　in　 all

analyzed 　 surface 　 soi且s　 collected 　 at　4　 and 　3　 sites　in　Kyoto 　 and

Nagoya　 cities，　 respectively ．　 The　 peaks　 of 童mpurity 　 were 　 not

observed 　around 　of 　the　peaks 　of 　DNF 　and 　DNP 　isomers　on 　the

chromatograms 　 indicating　 that　 DNF 　 and 　 DNP 　 isomers　 were

enough 　purified．　The　Cletection　ranges 　of 　DNF 　and 　l，3−，1，6−，　and
1，8−DNP 　isomers　were 　47−9，059 （median 　224），27−9，567 （median

78），30−17，263 （median 　98），　and 　34−17，776 （median 　89）pg！g　of

soil，　respectively ．
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　私 達 は これ ま で に 京 都府、大 阪府及 び 愛知 県 で 採取 した 少

数の 表層土壌試料か ら 3，9−dinitrofluorantlene（DNF ）を見 出 し

た。DNF は 強 変異 ・が ん 原性 を有す るが 、そ の 分 析法 につ い

て 明 確 な 報告 が な く、環 境 中 の 分 布 は明 らか に な っ て い な

い 。本 研 究 で は環 境 中の DNF 並び に DNF と同様 に 強 変異 ・

が ん原 性物 質 で あ る 1，3−、1，6一及 び 1．8−dinitropyrene（DNP ）の

分布 を明 らかに す る た め、DNF 並び に DNP 異性 体 の 二 次 元

HPLC に よ る高感 度
一

斉 分析 に っ い て 検 討 した。
　 表 層 土壌 は 京都 市 及び 名 古屋 市 で 採 取 し た。表 層 土壌 試 料

を methanol で 抽 11S し た 後、2 種 類 の 逆 相 系 カ ラム で 精 製 し、
得 られ た DNF 及 び DNP 異性 体 画分 を二 次元 HPLC で

一
斉 分

析 した。
　DNF 並 び に 1，3−，1，6一及 び 1，8−DNP は、分析 を行 っ た、京

都 市 内 4 地 点及 び名 古屋 市 内 3 地点 で 採 取 し たい ずれ の 土壌

か らも検出され、各 ピー
ク は 夾雑物の そ れ ら と十 分に 分離 し

て い た。ま た、そ の 検 出量 の 範 囲は そ れ ぞ れ 47〜9，059 （中

央値 224）、27〜9，567 （中央値 78）、30〜17
，
263 （中央値 98）

及び 34〜17，776 （中央値 89） pg／g　ofsoil で あ っ た。現 在、
分級 大気粉塵にっ い て 分 析 を行 っ て い る。
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UV 　light　is　a　major 　cause 　ofhuman 　skin 　cancers ，　Salicy］ic　acid 　is

not 　only 　used 　as 　an 　antipyretic 　analgesics ，　but　alsQ 　added 　to

various 　liquid　 cosmetics 　 as 　 exfoliating 　 cleanser ．　 In　this　 st
“
dy

，

effects　 of 　salicyllc　 acid 　 on 　nucleoside 　 reaction 　induced　by　UV
using 　a　high　pressure　mercury 　lamp （200 　W ）were 　examined 　at　pH
7，4and 　 37℃．　 When 　 a　 nucleoside 　 mixture （dC，　 dG，　dT，　dA）in

phosphate 　buffer　was 　irradjated　by　UV ，　changes 　in　concentrations
of 　all　the　 nucleosides 　 were 　little　 or　 nothing ．　However，　in　the

presence　of 　I　mM 　salicylic　acid ，　the　concentration 　ofdT 　decreased
significantly ．　ESI −MS （negative ）analysis 　of 　the　products　 of 　dT

showed 　the　molecular 　ion　peaks（m ！z ＝483），　suggest 孟ng 　fbrmation
of 　thymidine　dimers．　Acetylsalicylic　 ac 孟d　and 　p

−hydroxybenzoio
acid 　accelerated 　the　dT〆UV 　reactiQn 　as　well 　as　salicylic 　acid ．　It　is
reported 　that　 salicylic 　acid 　is　not 　 a　photosensit孟zer 　and 　has　no

photetoxieity．　However，　the　present　study 　shows 　that　salicylic　acid

accelerates 　dT几JV　reaction 　specifically ，　 and 　suggests 　that　 the

effects 　ofsalicylic 　acid 　for　UV 　should 　be　stUdied 　on 　humans．
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　紫外線（UV ）は、皮 膚癌の 原 因 で あ る と考 え られ て い る。サ

リチ ル 酸 は、解熱 鎮 痛剤 と し て 使 用 され る ほ か、角質除 去 の

日的 で様 々 な 美容 液 に添加 され て い る。本研 究 で は、高圧 水

銀 ラ ン プ（200W ）を使 用 し、　 pH　7，4、37℃ の 条 件 下 、　 UV に よ

っ て 誘発 され る ヌ ク レ オ シ ドの 反応 へ の 、サ リチル 酸 の 影響

に つ い て 検討 し た。ヌ ク レ オ シ ド混 合液 （dC，　dG，　dT，　dA）を調

製 し、リン 酸緩衝 液 中で UV 照 射を行 うと、濃 度変化 は ほ と

ん ど起 こ らな か っ た。しか し、lmM サ リチル 酸存在下 で 同

様 の 実 験 を行 うと、dT に特 異 的 な反応 が 起 こ り、濃 度 が 大

きく減少 した。ESI−MS （negative ）に よっ て、　dT の 生成物 を解

析 し、チ ミジ ン の 二 量体 と考 え られ る分子 イ オ ン ピーク （m ！z

＝483）を検出 した。サ リ チ ル 酸の 類縁体につ い て も同様の 方

法 で 実 験 し、ア セ チル サ リチル 酸 とp一ヒ ドロ キ シ 安 息香 酸 で

同様の 反応 が 起 こ る こ とを確認 し た。報告 に よ る と、サ リチ

ル 酸 は 光増 感斉1」で は な く、光毒性 を 持 た な い と され て い る。
しか し、本 研 究 か ら サ リチ ル 酸 が UV 照射 時 に dT に 対 し て

特 異 的な反 応 を 引 き起 こ す こ とは 明 らか で あ り、生 体への 影

響 に つ い て 検討 す べ きだ と考 え られ る。
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